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和漢 薬成 分 と ア ラ キ ドン 酸代謝

研究内容

【は じめ に 】

和 漢薬 は 古 くか ら 、 炎症性疾患 の 治療薬 と して 、 漢方処方 に配 合 され 用い ら れ て

きた 。 漢 薬 「黄苓 」、
「人参」、

「甘草 」、
「柴胡」な どは肝臓 障害 、 アvaギ ー性炎症 、 高脂

血症 治療薬 と して 使用 され る「大柴胡湯」、
「小柴胡湯」の 処 方中に 配合 され て い る 。

こ こ で は 、 急性 炎症 お よびアvnキ
＋
　一一
反 応に 深 く関係 して い る白血球 、 血小板アラキト

’
ン

酸代謝に 及 ぼ す 和 漢 薬成 分 の 影響 を 中心 と し た研 究 内容 を紹 介す る 。

［内容 ］

1．Baicalein （黄 苓 の フラボ ノイド 成 分 ）の 白血球 に 対 す る作用

　a）白血球 5一リポ キシゲ ナー・ゼ を選択的に阻害し 、
アラキド ン酸か らの 5−HETEの 生成阻害 、

　b）白血球 か らの ロイコトリエン類 （LTB4お よ びLTC4）の 生成阻害 お よび

　c）LTB4、 血小板活性化因子 （PAF）、 白血球遊走因子 の fMLPに よ る脱顆粒反応 を抑

　　制 す る こ とを見出 した 。

　d）そ の 作用機序 と して 、 細胞 内遊離茄 シウム濃 度 の 低 下 に よ る こ とを明らか に した 。

2．Ginsenoside 　Rgl（人参 の サポニン成分）の 血小板 に 対 す る作 用

　 a）アド け リン、 トロンピ ンに よ る血小板凝集抑制 、

　b）アドけ リン、 トロンビ ンに よ る血小 板 か らの セロトニン放出の 抑制お よ び

　c ）血 小板 アラキド ン酸代謝酵素 に 対す る無 影響 を見 出 し た 。

　d）そ の 作 用機 序 と して 、 細胞 内遊 離加 シウム濃 度 の 低 下 に よ る こ と を明らか に した 。

3．Licochalcones　 Aお よ び B（新彊甘 草 の フラポ ノイド 成 分 ）の 白血 球 に 対 す る作用

　Baicaleinと同様に 白血球か らの ロイコトリエン類 お よ び脱 顆粒 を 抑 制 した 。

4．イヌトウキ根 か らの 活性 成分 の 単離 。 構造決定

　a）イヌトウキは
一

部 の 地 域で 山 人参 と称 され 、 人参の 代用 として 用 い られて きた 。

　b）活性成分 の 単 離 は 自血球 か らの 田 コトリエン産生阻 害 を 指標 と して 行 っ た 。

　c）そ の 結果 、 単 離 し た活 性 成分 は3
’

（R），4’

（R）−3
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　　3
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，4
’ − Dihydroseselin の 新規 なケマリン化合物 で あ る こ とを 明 らか に した 。
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